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10月からの活動を時系列で記載していきます。

植物の名前に誤りがありましたら連絡願います。

１） 10月 2（水）畔の草刈り、他

畔の草刈り 本谷戸/トトキ谷戸/糸川さんの田ハザカケ作成 糸川さんの田 3列

テビ刈り/テビ付け N1と N2 田圃の山際の稲 2条ほど刈取り,スチール製の稲架にかける

田の水が引くようにテビ作成

畑 冬野菜畑：畝作り 堆肥・肥料散布 種蒔き

カエンタケを見たとの市民からの通報があったので、南通路を点検したが、該当するものはなかった。市

へ報告済み。 中央通路の奥、三叉路から富士見の休憩所までの草刈終了

植物調査 花暦 開花植物 100種

特記事項 イヌショウマ 1 か月遅れで開花 コブナグサ出穂中 オオミゾソバ、アキノウナギツカミ、

ヤノネグサなどタデ科の植物多数開花 セイタカアワダチソウ開花はじまる

中央通路沿いにアレチノヌスビトハギ進出 杉林奥キバナアキギリ開花始まる

生き物情報：糸川田んぼ脇の水路にトウキョウダルマガエル 5匹 メダカ多数

カエンタケに

見間違え

られた？
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２） 10月 5（土）雨で中止 精舎児童学園

３） 10月 6（日）草刈り、他 中尾博提案の作業 写真も中尾博さん

10/6の日曜日作業、以下写真の箇所を草刈りしたいと思います。

孟宗竹林上の倒木処理 通路・草刈 孟宗竹林の草刈り 南通路バイパスの草刈り 倒木付近の草刈り

小雨模様の中、10人の皆様に集まっていただき、集中して処理が進みました。

当初は草刈りだけと思っていましたが、昼前に終わり、昼過ぎからは倒木をある程度処理し易い所へ横

移動させました。初めて、チルホールを使う所を見た方も居たかもしれません、ちょっと苦労しましたが

移動出来ました。しかし、安定状態ではありませんし、林内は危険な状態なので、通行止めは解除しませ

ん。（中尾博～）
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以上の写真中尾氏 写真 熊沢

４） 10月 9（水）雨の為作業中止

５） 10月 11（金）臨時作業日（雨が続いたため）

稲刈り体験に向けて準備 稲架掛け設置 本谷戸 10列 脚 28脚 竿 3m×18本×2段 延べ 108ｍ

糸川さんの田 脚 11脚 竿 3ｍ×9本×2段 延べ 54ｍ

畦の刈った草の整理 本谷戸 トトキ 糸川さんの田 結束用藁と波板(田の水対策)の搬出

炭焼き小屋→本谷戸 サンプル米採取 N1/3ヵ所 N9/3ヵ所

糸川さんの田（下の田）稲刈り 田の角と畔際の稲はノコギリ鎌で手刈り

その後、バインダーで稲刈り、一部雑草が伸びている部分は手刈り

雨続きで作業の積み残しがあり、心配していましたが、皆様にご協力いただき無事に稲刈り体験の準備

が済みました。明日も秋晴れの好天気、お疲れだと思いますが、明日も宜しくお願いします。

生き物情報 猿の目撃情報/左手に欠損（浅間神社から北通路方面付近/通行されていた方の写真/永嶋

さん見聞） トウキョウダルマガエルを飲み込むヤマカガシ（田嶋さん撮影）
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参加して頂いた方々、今日は有難うございました。

６） 10月 12（土）稲刈り体験、他

市民公募稲刈り体験（7組 16名）10時～12時まで （午後も希望者は体験継続）

HATS農業体験（9名＋職員 2名＋プログラム委員 1名）10時～12時まで稲刈り 午後は大龍会館で講義

15時頃解散

９時から受入準備 10時から稲刈りの説明・指導 稲刈り体験開始 市民公募参加者/HATS 参加者へサ

ポート 10時 45分 休憩 11時稲刈り再開 稲刈り 藁での結束 稲架へ束ねた稲を架けるハザカケ

11時 45分 市民公募参加者と集合写真を撮る 12時 市民公募稲刈り体験終了

13時 30分 HATS参加者は大龍会館で恵泉女学園大学宮内准教授の講義

稲刈りした田圃 市民公募稲刈り体験 N3 N4 N6（手刈り） HATS農業体験 糸川さんの田圃/上（手

刈り） 会員 N5 N2の一部 N11古代米 糸川さんの田の残り（手刈り）

会員 N7の一部 N8の一部 （バインダーで刈取り）

市民公募と HATS、そして私たちもハードでしたが、無事で楽しい体験となったのではないかと思います。

皆さま ご協力いただき有難うございました。（穴水）
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７） 10月 16（水）稲刈り、他

稲架掛け設置 N8に竿 3ｍ×4本×3段＝36ｍ N2に竿 3ｍ×３本×2段＝18ｍ

ネムノキ広場 2段→3段へ変更 2列＝12ｍ追加

稲刈り N2 手刈り N8N9N10 バインダーの入らない部分（７～８割）手刈り

N7 バインダー N9N10T1 バインダーが入れる部分刈った稲の結束＋稲架掛け

残りは、本谷戸Ｎ１、トトキ谷戸 T1～T4

田が緩い所は、コンパネ、波板、雪用ボードなどを使って稲刈り。本日もお疲れさまでした。

差し入れ 中尾良信さんから美味しい焼き菓子（クルミやドライフルーツたっぷり） 永井さんから柿

山盛り 両方とも格別です。ごちそうさまでした。
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８） 10月 19（土）稲刈り、他

稲刈り 本谷戸 N1 トトキ谷戸 T1（10/16稲刈り残り）T2T3T4

ハザカケの設置長 奈良ばい谷戸 スチール製 脚 38 脚 パイプ 56 本（一部 3 段組あり）延べ 168ｍ

竹製 88.6ｍ 延べ計 256.6ｍ(奈良ばい谷戸 256.6ｍ＋糸川さんの田 87ｍ＝343.6ｍ）

内訳 本谷戸分 195.2ｍ（スチール製 150ｍ＋竹製 45.2ｍ）トトキ分 43.4ｍ（竹）古代米 18ｍ（スチー

ル） 糸川さんの田 スチール製 脚 9脚 パイプ 14本 延べ 42ｍ 竹製 45ｍ 延べ計 87ｍ

今年度の稲かり、本日で全て無事終了しました。最後はかなり足が潜り、本日も波板やコンパネや雪用

ボードなどを使った、湿田での稲刈りでした。皆さま、種蒔きから稲刈りまで様々な形でご尽力いただき

有難うございました。そして、お疲れさまでした。（穴水）

９） 10月 23（水）水路整備、他

水路整備 N8脇の水路 掘り下げ 田んぼの乾燥のため田面より低く

草刈り 古代米用ハザカケの上の葦原 通風確保のため 2mほど刈取り

ヘネ作り ネムノキ広場から北通路入り口のあたりで １年物の篠竹採取。
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クラブハウスにて竹を四つ割りにし、ヘネ作りをする。 参加者 7名。

畑 大根・白菜 間引き ノラボー ２畝移植 大豆 枝豆の収穫

生き物情報：10㎝位黒い蛇の様なもの、頭が三角、マムシの子供？ 中央通路/糸川さん田んぼ付近（永

嶋 福原 穴水）

１０） 10月 26（土）刈った草の片付け、他

稲刈りに使った波板とコンパネの整理 波板土を洗い流し 3枚は炭焼き小屋横 1枚はクラブハウスへ

コンパネ クラブハウス駐車場側に保管 種蒔き用の稲を選びスチール稲架掛けへ別置

ナラ枯れ処理（永井さんと中尾博で伐倒）糸川さんの山に有った、枝落ちの可能性が高いものを伐採

処理の途中です。玉切り後、ねむの木広場のベンチ土台に使用したい。

しかし、ナラ枯れ材は樹皮周辺から腐食が始まるので、外科手術を実施後が良いと思います。

冬野菜 ：草取り・間引き：ノラボーの移植 （３畝移植計５畝に）イベントスタジオ展示準備

奈良ばい産の小麦を使った手打ちうどんを竹澤さんが準備して下さり、釜玉うどんとして頂きました。

同じく奈良ばい産の小麦と栗を使った焼き菓子を吉木さんが作ってくださいました。

まだあります。長野産の松茸を使った豆腐すまし汁を中尾博さんが提供して下さりました。

みなさん、ありがとうございました。おいしく頂きました。

生き物情報：マムシ 30㎝くらい 中央通路カラムシ付近 既に死んでいるよう（鶴岡さん手に持ってみ

るほとんど動かず）
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10月 27（日）植物調査

植物調査 観察ルート⁑ネムノキ広場 →トトキ谷戸 →本谷戸 →中央通路 →炭小屋（昼食） →

中央通路三叉路 →杉林 →イヌザクラ広場 →ネムノキ広場

谷戸のあちらこちらにイヌタデ属が花盛り

ボントクタデ、アキノウナギツカミ、ミゾソバ、オオミゾソバ、ヤノネグサ、イヌタデ、ハナタデ

（炭小屋近くには太陽が好きなイヌタデと半日陰が好きなハナタデが仲良く群生）

ノハラアザミの花にガガンボが群がり美味しいものを（？）を吸い込んでいた。

稲刈りの終わった田にヤマカガシがお散歩、7人の侍に囲まれパニック状態に。

杉林では最後のキバナアキギリの花を見る事ができました。少し奥に行くと花が終わったキバナアキギ

リが一杯。素晴らしい光景だったでしょうね。

曇り空でパラリと雨が落ちる事もありましたが、アオコウガイゼキショウなどもレッドリストと教わり

奈良ばい谷戸を大切に保全して行く事、また気持ちを新たにしました。

ホシクサ

コウヤボウキとガガンボ

ノハラアザミとガガンボ

オオイトトンボ？

シロバナウナギツカミ ツリフネソウ

ひこばえに花？
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１１） 10月 30（水）伐採木の整理、他

伐採木の整理 10/26に伐採したクヌギ 中央通路と糸川さん田に残っていたものを整理

玉切りし一部は炭小屋横へ運ぶ お茶の木の剪定 第 2梅林と第 1梅林の一部のお茶の木を剪定

菜花 第三梅林下に３畝移植 冬野菜 間引き 里芋 八つ頭と混植分の収穫

植物保全 保全植物周りの草刈 保全植物を表す白棒また保全範囲を示す麻糸で不用となったもの撤去

イベントスタジオ展示準備（竹炭、チラシ等）

里芋の試掘：八つ頭と混植分を収穫、本日の活動参加者に分配。竹澤さんから品種の照会がありました

が、小生も？です。当会で栽培を始めた時に、小野路で地元のかたが栽培されている品種を受け継いだ様

です。親芋もおいしく頂けます。

ウリクサ

オオミゾソバ

エダウチスズメノトウガラシ

マツバイ

ヤマカガシ

キツネノマゴ
アブノメ

コナギ

コミカンソウ

フユノイヌワラビ

スズメウリ

シロモンメイガ

コシロネ ソクズ

イヌアワ キバナアキギリ

キバナアキギリ
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１２） 11月 2（土）草刈り、他

草刈り 第三梅林下の畑通路 サツマイモ畑周り

伐採木の整理 作業継続 谷合さん栗林 伐採木の整理 共済保険カバー状態の確認

１３） 11月 4（月）水棲生物調査観察会

水棲生物調査観察会 講師 宇山先生

調査観察ルート トトキ谷戸→カワセミ池→本谷戸下部細流→本谷戸山際水路→中池→

イモリ池→ネムノキ広場休憩所で昼食→炭焼き小屋→結道川→東谷戸

特記事項 カワムツ 5 ㎝～10 ㎝位 初出 本谷戸下部細流 何匹も遡上してきている 他の水棲生物

への影響？（ファットヘッドミノーと似ている外来種神奈川県と東京都のため池などで 2011年頃から確認）

本谷戸下部細流は水棲生物多し ドジョウ ホトケドジョウ ヤマサナエ/ヤゴ ヒメガムシ カワ

ニナ アサヒナカワトンボ ヨシノボリの仲間 など

コシボソヤンマのヤゴは触れると反って動かない/擬死 後頭角突起アリ

ミルンヤンマのヤゴは後頭の角突起は無い

結道川には カワムツ ファットヘッドミノー モツゴ コヤマトンボのヤゴ/初出 ミルンヤンマの

ヤゴ ハグロトンボのヤゴ

生き物情報：シロマダラ/蛇 炭焼き小屋横伐採し薪割り後に山にしたクヌギの隙間 中尾博さんが遭遇

１４） 11月 5（火）稲架掛けへのシート掛け

稲架掛けへのシート掛け 脱穀の前日、朝露対策 糸川さんの田 竹製稲架 3 列分にブルーシートを掛

ける 14時～15時

１５） 11月 6（水）脱穀、他

脱穀 朝、大沢さんより脱穀機借用（福原さん運転）前日 11/5 に掛けた朝露除けブルーシートを外す、

脱穀機の点検整備後脱穀開始 午前中に糸川さんの田の稲、脱穀終了

脱穀後の籾の量 約 154.1KG（前年は 291.5KG） 前年比約 47％減 大幅な収量減となりました

脱穀後の藁は乾燥が充分でない為、稲架にかけ直し

午後本谷戸の脱穀に向かうが脱穀機が止まって動かず走行ベルトやクラッチのつなぎなど調整

https://ja.wikipedia.org/wiki/2011%E5%B9%B4
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ベルト交換のため新しいベルトお購入（2回）様々手お尽くしたが脱穀機は走行不能、明日鈴木さんが

農協へ修理の相談に行く予定

サツマイモ畑：イベント準備（ツルの切り落とし）（焼き芋の準備）

玉葱：植付け（750本）冬野菜：追肥・間引き

通路・草刈り：第一梅林の斜面：切り通し・栗林下斜面の刈取済草の整理

：第三梅林下通路の刈取済草の整理

サツマイモ：イベント用に試し掘りをしましたが、作柄は例年並みと思います。９日は、沢山の会員の

方々にご協力頂ければと思います。

１６） 11月 9（土）サツマイモ掘り体験、他

サツマイモ掘り体験 体験参加者 8家族 28名 会員参加 28名（開始時点）

収穫量 紅はるか 157.8kg 安納芋 26kg 計 183.8kg お土産、紅はるか 6kg安納芋 2kg計 8kg

他に竹炭・隼人瓜・里芋

サツマイモ畑の耕耘 小麦の栽培用に耕運
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脱穀（午後） 脱穀機を糸川さんの田から本谷戸へ移動 本谷戸約 144.5KG（種籾用 10KG含む）

稲架の解体 藁くずは田へ撒布 藁を保管/ブルーシート掛け

サツマイモ掘り体験は、沢山の会員のみなさんに 9時から、ご参加頂き、終了しました。ありがとうござ

いました。体験終了後安納芋を 34.5kg収穫 本日の収穫量は紅はるか 157.8kg、安納芋 60.5kg

合計 218.3kgとなりました。

脱穀作業中に事故 不注意により鈴木さんの右手を脱穀機に巻き込んでしまいました 大変申し訳あり

ません。

写真 福原
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脱穀作業中に事故で下記の事故防止対策のご提案がありました。

事故防止対策へのご提案いただき有難うございます。松本様

①服装について

手袋以外にも、袖口や首タオル腰タオルなど、巻き込みされない服装で作業するよう作業前に確認した

いと思います。

②操作パネルの正面への人員配置

これまでは、脱穀作業が順調に流れている時には、操作パネルの正面には誰もいない状態が多かったで

す。籾受けの袋が満杯になり、籾の吐き出し口を左右に変える時だけパネル前に誰かが来るという状態

です。稲束の稲架掛けからの移動や脱穀後の藁の整理、ハザカケの解体など、脱穀に伴う作業が並行して

行われ、全体の作業量が多いですが、事故の防止と事故の深刻化を防ぐために、すぐに機器を止められる

人が常に操作パネルの正面にいることは必要だと思います。

その他の安全確認

①エンジン始動時

走行クラッチレバーは＜切り＞ 変速レバーは＜N＞

作業クラッチも＜切り＞周囲を確認し、合図をしてから始動

②走行時

発信は低速で 作業クラッチは＜切り＞

籾受け台、脱穀する稲わらを載せる台、ワラ送り装置、を収納

軟弱な路肩の走行禁止

急な坂道の途中で走行クラッチを切ったり変速レバーを操作しない

坂の手前でいったん停止し、変速を低速にしてから昇り降りする

傾斜地や急な坂道ではサイドクラッチの操作をしない

③田んぼでの作業時

畦や溝部分の出入りには機器が傾き転倒しないように

藁クズの上で作業しない エンジン排気での火災注意

藁などの詰まりの除去、脱穀部の調整はエンジンを停止させてから

機器が回転中は詰まった藁などを鎌や棒などで突いて取らない

作業クラッチを入れる時は周囲を確認し周りの人に合図する

などなど、機器の操作をする際には様々な安全確認が必要です。

操作する人だけでなく、まわりで作業する人の安全にも気を配りたいです。

事故防止の対策、ご提案などがありましたら、皆様で共有したいと思います。よろしくお願いします。

１７） 11 月 12 （火）稲架掛けへのシート掛け

稲架掛けへのシート掛け 脱穀の前日 朝露対策 トトキ谷戸分 3列にブルーシートを掛ける

14：15～15：15

１８） 11 月 13 （水）脱穀、他

脱穀 機器使用の安全確認 トトキ分の脱穀 脱穀後の籾 73.3KG

本谷戸分の脱穀 脱穀後の籾 267.8KG
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藁の整理 保存用は纏めて縛る 藁ボッチ用 保存

稲架の解体 整理 竹製のものはトトキ谷戸横保存場所 スチール製はパイプと脚とフック軽トラ前へ

藁ボッチ 位置決め骨組み作成 機の掃除

植物調査 花暦 開花植物 45種気温は高いが谷戸は秋が進んでいる

特記事項 キチジョウソウ開花はじまるリンドウ開花中今秋初めてのタチツボスミレ

キンカン色づく 北通路にサネカズラの実 事務所～入り口池通路にリュウノウギク（白）多数開花

もち米（満月）の脱穀が本日で全て済みました。脱穀機のエンジンが動かないなど、一時はどうなるか心

配しましたが、皆様にご尽力頂き、本日は無事に脱穀を済ますことが出来ました。皆さま有難うございま

した。 本年度の脱穀済みの籾の質量のまとめ（前年比）以下のとおりです。

本谷戸 11/9 と 11/13に脱穀 合計 412.3ＫＧ （前年 475.3ＫＧ 13.3％減） トトキ谷戸 11/13 脱

穀 73.3KG（前年 92.4KG 20.7％減）

糸川さんの田 11/6脱穀 154.1KG（前年 291.5KG 47％減） 全体 639.7KG（前年 859.2KG 25.5％減）

（赤字部分修正しました 穴水）

ジョウビタキ

リュウノウギク

キタテハ

リンドウ
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１９） 11月 16（土）藁ボッチ作り、他

藁ボッチ作り（藁を作業スペースに移動）真ん中の一体完成 向かって左側制作中

藁を炭小屋へ移動 11/13に束ねた藁を軽トラに載せ運ぶ

炭小屋 2階の前年度の残りの藁を取出し（本谷戸へ降ろす） 今年度の藁を運び入れる

脱穀機の返却 軽トラで大沢さんの畑へ返却 大沢さん宅より籾摺り機と選別機借用

谷際屋さんへ精米機の確認（高見/中尾博）

里芋・八つ頭 収穫 収穫量 里芋 親芋 50kg 子芋 77.5kg 計 127.5kg＋親芋 50株

八つ頭 親芋 59kg 子芋 78kg 計 137kg＋種芋 20株

東急建設 谷戸の見学/ヒアリング 中央通路/田/畑/炭焼き/南通路/竹林など見学後ヒアリング

チラシ/事業報告書/年間計画表/活動日予定表 収支予算書/植物調査報告書/水棲生物調査報告書

11/29(金)午後 緑地活用担当 10名程見学/散策予定

里芋・八つ頭の収穫は、本日全て終了しました。ご参加頂いた会員の皆さま、お疲れ様でした。

今日、欠席で里芋を、お持ち帰りご希望の方は、ご連絡下さい。八つ頭は 20日（水）にお持ち帰り頂
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きます。11/18(月）に予定の籾干しは天候が怪しいです。曇りや雨の場合は中止します。

２０） 11月 17（日）臨時作業日

臨時作業日 第二梅林の剪定 開始前に方針を示し、全体を全員で回り、おおよその剪定箇所を

協議して作業に取り掛かりました。

土曜日のハードワークから、連続でお疲れさまでした、また秋の初め位の暑さで体力が消耗したかと思

います。ある程度方針を示してから作業していただいたので、それからは効率よく作業が進んだと思わ

れます。第一、第三梅林はまた違う形で作業が進むかと思いますが、比較するのにちょうど良いかと思い

ます。（中尾博）

ジョウビタキ
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２１） 11月 20（水）雨で中止

２２） 11月 23（土）古代米脱穀、他

古代米脱穀 旧式脱穀機を炭小屋から搬出 脱穀後の質量 19.5KG（前年 26.1KG約 25％減）

籾干し 本谷戸とトトキ谷戸の分 ネムノキ広場にブルーシートに広げ籾干し

藁ボッチ作り 向かって左側に藁を追加し頭を載せ完成向かって右側も完成

下回りバリカンと剪定ばさみで整備竹の輪で化粧 今年も 3体全て完成しました

精舎児童学園里山体験 サツマイモ掘り ２０kg収穫 累計 238.3kg

小麦の蒔付け サツマイモ跡・ソバ跡に蒔付け

椎茸の収穫 沢山あり キウイの収穫 １３kg（田嶋さん）キウイ棚の修理（田嶋さん）

小麦の蒔付け：サツマイモの収穫跡とソバの跡に、５kg の種子を蒔付け。１１月中に終了して、一安心

です。近隣の方からの差し入れ：谷合さんから、栗林の倒木処理（主に鶴岡さん）のお礼として、お茶

（ペットボトル）コーヒー缶の差し入れを事務所前のお宅から、里芋・乾麺のお礼として、洋菓子の積み

ヒヨドリジョウゴ？
リンドウ

リンドウ リンドウ
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合わせを頂きました。

２３） 11月 24（日）臨時活動、籾干し

籾干し 糸川さんの田んぼ分 藁切り 田へ撒布 前年度分炭小屋から降ろした藁

糸川さんの田の稲架で干していた藁 ネムノキ広場 裁断機で藁切り後 田へ撒布

（通行人の親子 7人撒布の手伝いしてくれました）

古代米の藁の焼却 古代米の田 N11に積んであった古代米の藁を焼却

梅の木の剪定 第一梅林の梅全部 第三梅林の梅（半分ぐらい？）

日曜日の活動への参加、天候も良く気持ちの良い作業となりました。滞っていた作業も捗りました。皆さ

リンドウ

リンドウ
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ま有難うございました。（穴水）

２４） 11月 27（水）籾摺り、他

籾摺り 籾摺り機 選別機 発電機 コンパネ シート 秤等 準備

午前中 糸川さんの田の分 籾摺り 籾摺り後の玄米の量 約 105.6KG (前年約 230.5KG）

籾殻の量 約 36.1KG

午後 本谷戸とトトキ分の籾摺り 籾摺り後の玄米の量 約 118.7ＫＧ 籾殻の量 約 40.7KG

籾摺り機を一度通しただけでは、玄米に籾やシイナの混入多し精米機に二度掛け（混入が多い玄米）

本谷戸とトトキの分は短時間だが再度籾干ししてから籾摺り

黒豆・大豆の畑跡：ウサギ除け柵の撤去 サツマイモ ：収穫（最終）収穫量 35kg累計 273.3kg

梅の剪定：第三梅林 終了：草刈り（炭窯回り）

本日は籾摺り作業お疲れさまでした。11/30 も残りの籾摺り(今日と同じ位）します。よろしくお願いし

ます。（穴水）

八つ頭 ：16 日に収穫した八つ頭を、今日参加の皆さんにお持ち帰り頂きました。今日参加頂いていな
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い会員用に、大量に確保しています。

里芋・サツマイモ：少し確保してあります。まだお持ち帰り頂いていない会員は、12 月 4日までにご連

絡下さい。軽トラ横の芋は連絡なしでは、持ち出さないで下さい。

乾麺：余裕があります。まだの方は、事務所内にいる方に、お声かけのうえ、お持ち帰り下さい。

（髙見）

２５） 11月 30（土）籾摺り、他

籾摺り 本谷戸＋トトキ谷戸 (前年度の玄米は 422.9KG 約 88.4ＫGの減）

籾摺り後の玄米の量 215.8KG 11/27の籾摺り 118.7KGと合わせて約 334.5KG
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籾殻の量 69.7KG 11/27の籾殻 40.7KGと糸川田んぼの籾殻 36.1KG

(前年度の籾殻 159.9KG 約 13.4KGの減）

ハザカケ/竹製/糸川田んぼを解体 トトキ谷戸斜面へ移動し保管 藁保管 藁ボッチの前の藁を天日干

し 炭小屋 2 階へ運び込み(籾摺りは２度かけ 玄米の排出のパイプ接続不具合あり 選別機使用せず）

籾摺り機と選別機を大沢さんへ返却

南通路バイパス倒木処理（合計 5本）まだまだあるので通行止めは解除できません。

草刈り ：畑周辺 井戸 ：上部淵補修 収穫 ：ハヤトウリ 剪定 ：第三梅林

子ども食堂用ウドンにラベル張り

本日でもち米の籾摺りすべて終了、15時過ぎまでの作業、有難うございました。

２６） 12月 4（水）藁切・精米、他

藁切：糸川さん田んぼの藁切：田への散布：ハザカケパイプの撤去、収納：耕運機他機材の片付け、撤収

精米：谷際屋さんへ玄米 420.1KG運び込み軽トラ 2台分、精米機の使い方教わり精米開始

12時過ぎに精米作業終了精米 382.2ＫＧ（前年 553.8ＫＧ）糠 34.6ＫＧ

ノスリ
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植物調査 花暦 開花植物 26種

特記事項 暖かいせいか例年より花の数が多い

植物保全☆クマガイソウ周りの草刈（地上部消失している）☆トトキ谷戸奥サイハイラン群落の草刈

倒木の危険があり放置していたので草で覆われ群落は 1/5くらいになっている

☆トトキ谷戸土手にリンドウの新しい株 2か所

畑 草刈り：畑周辺、堆堆肥舎：ハヤトウリの棚撤去

消防署への揚煙行為の届出提出

お米つくり、精米まで終わりました。昨年度に比較し約 31％の減ですが、皆様これまでご協力いただき

有難うございました。お米の配布一人 2KG開始しました。活動日にクラブハウスでお渡しします。（お米

の販売は難しそうです）穴水

２７） 12月 7（土）燻炭・草刈り、他

燻炭 籾殻 7 袋 ドラム缶 2 本 ネムノキ広場へ枯れ枝集め点火 燻炭機と地面の隙間に土被せ出来上

がった燻炭をドラム缶へ収納、残り火の始末

草刈り 第二梅林休憩所の上 落葉掻き準備のため、トトキ谷戸斜面

古代米 籾摺り クラブハウスの精米機で籾摺り 機器の運転が長過ぎ 黒米が薄紫に

約半分の籾摺り終了 5.1ＫＧ

南通路、倒木処理 孟宗竹林奥の階段付近の倒木を処理する。 ある程度の安定は保てたが、追加で処理
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は必要

餅つき 豚汁 担当と準備するものなどを確認詳細は後ほどメールでお知らせします

餅つきに提供する大根のビール漬けの漬け込み木べら、バットなど用具を洗浄して干す

布巾用タオルの水洗い・干し上げ

もち米の配布 2KG始めています。受取りがまだの方は活動日に声をかけて下さい。（穴水）

書籍「農機具屋が教える機械修理・メンテ術」購入、回覧始めました。



25

２８） 12月 11（水）草刈り、他

畑 草刈り 畑の山側 継続作業→終了、畑の炭小屋前斜面 畑の奥の草地

焚火（下の池サイド） 集積（枯れ枝、刈り草等）の焼却

植物調査 ☆タマアジサイ周りの草刈り ☆カタクリ群生地の枯れ木処理・草刈り・マーキング

暑い夏でカタクリの保全が遅れましたナラ枯れによる樹木の処理で群生地は日光が当たるようになり、

アズマネザサ・ハリギリ・モミジイチゴなどが繁るようになりました、日照の変化がカタクリにとって凶

か吉か注視したいと思います。

餅つき準備 ・杵の整形 細身に削り搗きやすく ・臼・杵・もちっこ・寸胴・セイロ

青い大きなざるなど、洗って干し ・餅つき関連用具など。取り揃え

古代米 ・籾摺り終了分 10.5㎏ ・200ｇ×52袋に分別

古代米の配布を始めました。＠200ｇです。今年の古代米は黒ではなく薄紫となってしまいました。（籾殻

を取るために長めの籾摺りが原因か）穴水

写真 福原さん

２９） 12月 13（金）餅つきの準備

餅つきの準備 12時 30分～15時 15分

臼・杵・薪・餅つき道具一式 軽トラ 2台で大龍会館へ搬入、もちっこ、伸し餅スペース、竈など会場

準備 寸胴やお釜、すすが洗い落としやすいよう、底にクレンザー塗り もち米 160 ㌔の米研ぎ 青い

みんなの子供食堂

さくらんぼう

写真 小竹さん

8日の土星食

（土星が月に隠れた）
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ポリバケツ 4個分は会館内で水漬け保管 黄色漬物樽/大 2個分は永井さん持ち帰り、朝、家で水切りし

てきてくれる 電気消す（トイレは人感スイッチ）・ガス閉め、電動シャッター降ろし、鍵閉め

餅つきの準備に参加して頂いた方々、有難うございました。無事準備完了いたしました。（穴水）

３０） 12月 14（土）餅つき

餅つき 8：00 先発隊集合 水切り・計量台の設置・火起こし

8：30 全員集合 体操 朝のミーティング、8：45計量・米蒸し開始、9：10餅っこ始動、

9：20 餅つき開始、11：00 計量中断、11：15 午前中の米蒸し終了、11：35 昼食 あんこ餅、からみ餅、

豚汁、大根ビール漬けなど、12：10米蒸し開始、12：20餅つき再開、13：20計量終了、

13：35 米蒸し終了、13：45餅つき終了 片づけ開始、14：45大龍会館 片づけ終了、

参加会員 36名 参加家族 5名（3組）蒸した蒸籠数 80（午前 48 午後 32）

搗いた餅数 大 50（午前 43 午後 7） 小 52（午前 1 午後 51）食用＋お供え 4

配布数 大 37枚（代理引取り含む）小 2枚

本日はお餅つき、お疲れさまでした。出だしで蒸籠をひっくり返すなどの失敗がありましたが、皆さまの
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ご協力により楽しい餅つきとなりました。青空のもとでの、豚汁、あんこ餅、からみ餅、大根のビール漬

け、格別でした。吉木さん（手作りお菓子）と鶴岡さん（リンゴ）の差し入れ、井上さんの娘さん（クル

ミ入りクッキー）有難うございました。とても美味しかったです。（穴水）
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３１） 12月 15（日）餅つきの片付け

餅つきの片付け 9:30～12：00 前日に運び込んだ道具類 青い水切りザル、蒸籠、竹スノコ、蒸し布な

ど洗って干す（湯沸かし）竃、お釜、寸胴、もちっこ、青ポリバケツ、各種用品などを収納、伸し用の板、
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伸し棒についた餅を削り落とす。

大龍会館に残っていたものブルーシート、お餅、お米など、軽トラ 2台で回収会館の片付け、鍵返還。

黄色漬物樽と青い水切りザルは炭小屋 2 階へ運び保管 豚汁（前日の残り）を温め、美味しくいただ

きました。餅つきの片付け、全て終了しました。片付けに参加して頂いた方々、ご協力有難うございまし

た。餅（小）の販売（＠200円）を始めました。活動日に担当（穴水）まで声をかけて下さい。

（12/14餅つき日の記録で、井上さんの娘さんの差し入れ（クルミ入りクッキー）の記載が漏れていまし

た。すみません。加筆しました/穴水）

３２） 12月 18（水）しめ縄作り、他

落葉掻き

畑、草刈り 畑奥草原（終了）山側水路沿い（終了）炭小屋側斜面（終了）栗林下斜面（終了）

玉葱・ニンニク畑、草取り・追肥 鷹の爪、撤去 白菜・大根 収穫

しめ縄作り

キツツキが空けた穴ジョウビタキ
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３３） 12月 21（土）燻炭つくり、他

燻炭つくり 籾殻 7袋分を燻炭にしドラム缶に詰める

落葉掻き トトキ谷戸横/休憩所の上と通路 落葉を集め堆肥舎へ運ぶ

草刈り：炭小屋周辺の主にススキ刈り 炭材（木炭）作り：薪割、炭窯前に集積

枝切 ：中央通路沿い（炭小屋前）のコナラの枝切

温床：昨年度分の撤去：堆肥を畑に散布：落ち葉の収集：竹材の準備

冬野菜 ：収穫（以降、必要な方はご自分で収穫してお持ち帰り下さい）

小麦粉の加工：乾麺は不評で配布終了まで、時間がかかりましたが、今日で全て終了しました。来年は考

えます。 鰤岡さんにお願いしていたケーキは、今日シフォンケーキにして、お届けいただきました。今

日の参加者でおいしく頂きました。鰤岡さんにお会いしたときには、お礼を言っておいて下さい。髙見
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３４） 12月 25（水）麦踏み、他

刈った笹や草の焼却、イベント参加者 8組へお米 1KG送付

麦畑：麦踏み開始 白菜・大根：収穫：白菜の寒冷対策 ソバ：収穫放置分の整理

お茶：第三梅林周囲の剪定

クラブハウスの掃除 伸し餅の冷凍（鏡開き、冬作業用）

以上

田嶋

カミキリムシの幼虫

ルリビタキ


